ちばＭＤエコネット２０１６年度事業計画案
　　　
　ちばＭＤエコネットは、すべての事業において障がいのある人もない人も共に学び共に働く地域づくりを進めます。今年から障害者差別解消法が施行されます。差別をなくすには、理解を深めてもらうことが一番です。コミュニティカフェひなたぼっこから地域に発信し、障がいのある人たちへの理解を広げます。その中心になる福祉作業所ひなたぼっこは、利用者一人ひとりがやりがいを持って働く場になるように工夫し、充実させます。理事会で中長期的な計画を立て、ちばＭＤエコネットの継続と発展のために全員が力を出し合います。
　また、障がいのある子の学校生活と地域生活を支援する「ノーマライゼーション学校支援事業」を継続します。県との協働でおこない、地域のニーズを受けとめる事業として重要性を増しています。個別相談を受けると共に、研修とフォーラムで、障がいへの理解を深めます。　この２つの事業を柱として、以下のような事業をおこないます。

1． 福祉作業所ひなたぼっこ

　４月に新しい利用者１人を迎え、９人でスタートします。施設長を含めた常勤３人、非常勤職員３人で運営します。２０１６年３月に職員１人が社会福祉士の資格を取得し、利用者の支援に活かしていきます。年２回、外部の方が入った６人で構成する運営委員会を開きます。また、利用者の「親の会」を定期的におこない、意思疎通を図ります。
　利用者が増えたことにともない、一人ひとりの得意なところを活かしながら仕事を増やしていきます。それぞれの個別支援計画に沿って、仕事の意識を高め、安定して作業に取り組めるようにします。また、職員の労働環境をより良くする取り組みを継続します。理事を中心に職員、保護者などで障害を理解するための研修をおこないます。
作業所の仕事は、（１）カフェひなたぼっこ、（２）高齢者施設「高根台つどいの家」の清掃、（３）地域新聞配布、（４）馬込町団地広場の清掃、（５）軽作業、そのほか地域貢献活動に取り組みます。以下に詳しく説明します。

　
（1） 　コミュニティカフェひなたぼっこ
1 　利用者６人が２交代のシフト制で職員やボランティアと共にカフェの仕事に取り組みます。
2 　利用者の得意なこと、苦手なことを見ながら作業を進め、少しずつステップアップできるようにしていきます。全体のチームワークを大切に仕事を進めます。
3 　商店街、公民館、飲食店等のイベントに参加し、地域との交流を進めます。また、高齢者施設での出張カフェなどをおこないます。
4 　毎月１回、利用者、職員、ボランティアで研修をし、カフェの接客の基本や衛生面での注意などの知識を深めます。
5 　魅力あるメニューやお店づくりを工夫し、お客様へのサービスを向上させます。
6 　利用者の健康面、生活面での課題に協力して取り組みます。
（2） 　高根台つどいの家清掃
1 　利用者が清掃の仕事を通して、社会的なスキルアップができるように指導していきます。特に挨拶に関してはその基本となるものであり、今期も引き続き相手に聞こえる声で挨拶ができることを心がけていきます。

2 　全体の作業内容の見直しをして、担当者が代わっても仕事が進められるようにしていきます。

3 　研修が不定期になっていたので、年２回は実施できるように充実を図ります。そして利用者一人ひとりのレベルアップにつなげていきます。

4 　高根台つどいの家との定期的な情報交換は、仕事を進めるうえで双方にメリットがあるので、今後も継続していきます。　
（3） 　地域新聞配布
利用者やボランティアさんが誰でもできるように、ローテーションも考えながら配布方法を考えていきます。また、配布エリアの資料の見直しをして最新の内容に修正をしていきます。
（4） 　馬込町団地広場清掃
船橋市から委託を受けて、毎月第２、第４土曜日に馬込町団地広場の清掃をおこないます。継続していらっしゃるボランティアの方々に加えて、新規のボランティアも募集し、ちばＭＤエコネット全体で取り組みます。花壇づくりをすすめます。
（5） 　軽作業
1 株式会社ソーケン製作所とは、引き続きイオンのバッジ製作の窓口となり、他の福祉事業所と連携を取りながら取り組んでいきます。
2 チラシ配布関係の仕事は引き続き継続していきます。また、可能な限り配布チラシの種類も増やしていきます。
3 現在の限られた作業所のスペースを考えて、私たちにできる仕事を探していきます。また、身近な地域にも目を向けながら新しい仕事の検討を進めます。
（6） 　地域貢献活動
　　　　本町通りの清掃ボランティアは、地域の人からも好評であるとともに、利用者も積極的に参加しています。私たちの活動が地域の人々から、感謝され理解されることは利用者にとって励みになることです。この活動は引き続き取り組んでいきます。
（7） 　ユニバーサル就労の取り組み

1 『働く障がい者―ユニバーサル就労の可能性―』のＤＶＤを企業や一般の方に見てもらい、ユニバーサル就労について広報します。
2 利用者が作業所以外の場で実習したり、働くことを支援します。
（8） 　実習、ボランティア受け入れ
1 　実習受け入れ

作業所ひなたぼっこの利用希望者や、職場体験の実習を受け入れます。
2 　ボランティア受け入れ
個人でのボランティア受け入れをおこなうとともに、船橋市や、大日本住友製薬株式会社など、他機関と協力してボランティアを受け入れます。

3 　就労に向けた若者ボランティアの受け入れ
「中央ろうきん若者応援ファンド　２０１５」で作成した若者ボランティア受け入れプログラムに沿って、ボランティアを受け入れます。

4 　インターンシップ受け入れ

　　　千葉工業大学などと協力し、インターンシップを受け入れます。
⑤　ボランティアに対する研修を充実させます。
2． 福祉作業所以外の取り組み

（1） カフェの教室、イベント開催

作業所としての運営以外に、広く地域に開かれたカフェを目指して、教室やイベントを開催します。教室は、定期的な英語教室とチャリティアロマ教室、それ以外に教室開催希望を受け付けます。教室以外には、障がいのある子をもつお母さんたちの「おしゃべり会」をおこないます。
（2） 株式会社ソーケン製作所工場清掃

今年度は清掃の仕事が７月で契約終了となります。４月から社員が増えたこともあり、当初の目的である社員に職場内清掃ができる体制が整ったことが、大きな要因です。仕事が減ることは大変残念なことですが、１年間の清掃で気づいたことを報告書として提出します。職場環境の改善に少しでも寄与できる資料としていただければ幸いと考えています。
（3） 　おひさまバンド

おひさまバンドは、ひなたぼっこのバンドとして本町通りのイベントで演奏し、練習の成果を発表します。オリジナルＣＤ『おひさまバンド』を販売します。
3． ノーマライゼーション学校支援事業
　千葉県とＮＰＯとの協働事業として、県と協定書を交わして実施します。関係課は、教育政策課、特別支援教育課、指導課、障害福祉課、児童家庭課の５つの課です。必要に応じて市町村とも連携して事業を進めます。この事業には２つの柱があります。１つは、発達につまずきのある子、障害のある子が学校生活や地域生活で困ったときに相談を受け、学校に出向いたりして一緒に解決にあたる個別相談です。もう１つは、広く県民を対象に発達障害などへの理解を深めるため、年４回の研修と年１回のフォーラムを開催します。
4． 広報・宣伝

（1） 会報の発行

会報『じゃなかしゃば－ひなたぼっこ便り－』を発行します（年４回予定）。
（2） ホームページ等での情報発信

ホームページ、ブログ、facebook、船橋の地域情報サイト「まいぷれ」を活用し、日々の様子を発信します。電子看板を設置し、定休日にもお店のPRをします。
5． 共同オフィス運営
「千葉肝臓友の会」と「ちばＭＤエコネット」の２団体で２階共同オフィスを使用します。共有スペースを活用し、作業所の軽作業、会報発送、毎月の理事会などを行います。
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